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オ
ホ

一
三
四

麹
組
に
入
り
、
異
風
貌
税
制
と
な
り
、
巣
地
し
て
mm
組
一
研
究
し
て
火
術
及
び
舎
笛
に
泊
じ
、
嘉
永
六
年
滞
の
一
オ
ホ
パ
タ
ン
ゲ
ン
大
庭
探
元
逝
群
探
元
。
部
一
座
す
る
o
式
内
等
抑
制
枇
杷
に
‘
『
大
阪
耐
祉
、
水
削
丸

顕
に
強
み
、
天
和
二
年
残
し
た
。
一
商
砕
流
火
術
方
を
掌
・
り
、
塁
・
之
を
批
稲
川
一
偲
と
殴
め
一
は
久
浮
o
字
は
徳
基
。
践
は
松
議
。
探
柳
の
子
で
留
を
一
村
銀
座
、
都
n
大
原
大
明
跡
目
今
伊
一
臨
時
世
ベ
』
と
あ

オ
ホ
ハ
シ
ト
キ
ナ
日
大
橋
時
成
迎
構
外
記
。
一
た
o
安
政
六
年
十
二
且
裂
す
る
時
享
年
六
十
七
。
一
業
と
し
、
初
め
十
人
扶
持
を
受
け
、
寛
延
二
年
新
知
一
る
。

常
成
の
嫡
男
。
前
同
利
長
に
仕
へ
て
、
二
刊
行
を
受
一
オ
ホ
ハ
シ
ヒ
ロ
カ
ツ
大
橋
弘
雄
遁
穂
左
平
・
コ
一
一
百
五
十
石
に
管
り
、
貿
時
四
年
正
用
十
八
日
四
十
七
一
オ
ホ
ハ
ラ
チ
ユ
ウ
カ
ン
大
原
忠
官
忠
官
又
は

け
、
子
小
持
組
に
列
し
た
o
U
A
の
夜
後
千
一
円
五
十
石
一
郎
左
衛
門
。
初
締
震
武
・
成
長
。
元
糠
七
年
失
穴
丞
一
践
を
以
て
夜
。
探
元
万
圭
の
像
務
替
を
能
く
し
た
。
一
忠
闘
に
も
作
る
。
蹄
は
印
家
。
糸
却
に
は
即
我
と
し
て

を
製
ぎ
、
大
坂
前
役
に
先
手
物
耐
と
な
っ
て
従
箪
一
の
治
知
一
コ
一
円
五
十
石
を
袈
ぎ
、
大
小
符
・
曾
所
奉
行
一
オ
ホ
パ
タ
ン
ゲ
ン
大
庭
探
元
初
め
養
元
。
鵠

7
め
る
。
初
め
柴
制
勝
家
に
仕
へ
、
慶
長
十
九
年
に
前

し
、
十
二
周
四
日
恨
山
で
銭
飽
に
中
っ
て
戦
死
し
、
一
に
任
じ
、
亭
保
九
年
二
篠
宮
悶
忠
夫
人
附
物
顕
並
と
な
一
は
敏
徳
。
留
を
京
の
小
森
桃
鳴
に
習
ひ
、
文
化
十
四
一
回
利
常
に
召
出
さ
れ
て
三
一
白
石
を
受
け
、
元
和
元
年

弟
長
成
家
を
鱗
い
だ
。
一
つ
て
百
行
を
加
へ
、
十
三
年
御
兎
、
十
五
年
御
先
筒
一
年
尖
卓
元
の
也
知
百
五
十
石
の
内
百
二
十
石
を
賜
一
大
坂
東
陣
に
五
周
七
日
氏
側
九
附
近
に
て
瓜
似
し
、

オ
ホ
ハ
シ
ナ
ガ
ナ
日
大
橋
長
成
泌
総

χ兵
衛
三
朗
と
な
り
、
元
文
元
年
正
用
廿
九
日
五
十
二
践
を
以
一
ひ
、
天
保
十
一
年
五
十
石
を
増
し
て
百
七
十
石
を
受
一
十
六
日
夜
。
子
孫
悦
々
滞
に
仕
へ
た
。

常

成

の

次

男

。

剛

院

長

十

二

年

前

凶

利

長

に

仕

ヘ

、

子

一

て

残

し

た

。

一

け

た

。

一

オ

ホ

ヒ

大

樋

河

北

側

仰

小

坂

庄

に

腿

す

る

部

宮

町

。

小
符
組
に
入
b
、
機

η
五
十
行
を
賜
は
っ
た
o
u
λ
夜
一
.
オ
ホ
パ
ジ
ユ
ン
ゲ
ン
大
庭
随
元
訴
は
破
忠
。
一
オ
ホ
パ
タ
ン
リ
ュ
ウ
大
庭
探
柳
一
に
探
流
に
一
郷
村
符
義
抄
に
、
此
の
村
の
東
に
昔
年
大
樋
が
あ
っ

後
共
の
隊
一
円
五
十
石
を
加
へ
、
大
坂
耐
役
に
利
常
に
一
簡
を
栄
と
し
て
滞
よ
り
十
人
扶
持
を
受
け
、
安
永
二
一
作
る
。
平
安
の
人
で
、
本
道
の
留
を
梁
と
し
た
。
享
一
た
か
ら
大
随
一
新
村
と
い
う
た
が
、
そ
の
後
新
字
が
除

従
っ
て
出
陣
功
を
ホ
て
、
日
時
成
の
夜
後
又
共
の
隊
一
年
入
居
一
一
一
十
二
践
を
以
て
夜
。
順
一
児
科
附
才
あ
っ
て
巴
一
保
九
年
十
周
召
さ
れ
て
新
知
百
五
十
石
を
賜
ひ
、
十
一
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
あ
る
。
後
町
建
と
な
っ
た
鵠

七
百
石
を
増
し
て
馬
麹
胤
と
な
っ
た
o
次
い
で
正
保
一
段
と
脱
し
た
。
，
一
二
年
夜
。
子
孫
探
元
・
願
元
・
卓
元
・
探
元
敏
徳
相
織
一
文
政
四
年
二
用
地
子
町
裁
許
に
臨
せ
し
め
て
、
大
槌

ご
年
弟
市
右
衛
門
の
裂
後
挺
に
そ
の
勝
二
千

η石
を
一
オ
ホ
ハ
シ

p
zウ
大

穂

波

加

賀

滞

の

右

鍍

懐

一

い

だ

。

一

町

と

私

稿

し

た

。

放

に

滞

制

の

時

は

無

商

の

村

で

あ

増
し
、
計
…
一
一
千

η.bと
な
り
、
人
持
組
に
除
っ
た
。
一
井
お
共
街
正
可
は
、
幕
府
の
右
筆
大
橋
諸
問
眠
法
印
の
一
オ
ホ
バ
ポ
ウ
ズ
.
大
場
坊
主
肢
の
一
一
斑
で
、
一
一
っ
た
。
桟
野
屋
秋
援
の
詳
の
引
に
‘
『
秋
日
奥
=
背
隙
先

寛
文
二
年
間

M
夜
。
大
坂
夏
附
に
背
屋
口
で
敵
首
一
一
女
を
安
と
し
、
二
代
平
十
郎
正
慨
も
大
橋
長
左
衛
門
一
名
を
菅
平
坊
主
と
も
い
ふ
。
荷
物
郡
大
事
の
育
姓
音
一
生
接
予
明
4

同
散
歩
主
=
大
雨
邸
刊
俄
趨
=
風
雨
-
恕
=

を
獲
た
大
橋
小
錦
・
人
は
、
こ
の
又
共
衡
の
初
名
で
あ
干
の
女
を
婆
っ
た
の
で
、
書
風
も
亦
大
儒
氏
に
m
m
び
、
一
平
に
よ
っ
て
護
見
せ
ら
れ
た
良
穣
で
、
務
宋
か
ら
明
一
野
底
二
宮
々
。
』
と
あ
り
・
海
保
育
隙
撲
の
富
永
櫨
磁
諮

ら
う
と
言
は
れ
る
。
一
流
振
を
大
締
流
と
稽
し
た
が
、
五
代
錫
兵
衛
正
事
が
一
治
に
か
け
て
最
も
良
く
行
は
れ
た
。
菅
平
は
文
政
四
一
誌
銘
に
、
『
奥
v
君
務
者
皆
法
=
於
府
北
郊
外
大
樹
首

オ
ホ
ハ
シ
ナ
ガ
ヨ
シ
大
徳
長
吉
長
成
の
長
子
。
土
附
梢
十
郎
の
女
と
僻
す
る
に
及
ん
で
、
土
削
減
と
一
年
の
出
生
で
あ
っ
た
。
一
と
あ
る
。
大
闘
は
斥
闘
か
ら
取
っ
た
の
で
、
ォ
ホ
ヒ

叔
父
市
右
衛
門
の
後
を
綴
い
で
、
隣
千
五
円
.bを
領

一

部

す

る

こ

と

よ

っ

た

。

一

オ

ホ

パ

ム

ネ

チ

カ

大

場

宗

見

遁

稽

叉

三

郎

・

一

即

ち

大

槌

で

あ

る

。

し
、
ま
た
市
右
衛
門
と
縛
し
た
。
陵
安
元
年
授
。
オ
ホ
バ
タ
ケ
大
畠
江
M
m
榔
北
部
に
臨
す
る
部
一
一
線
太
夫
。
交
は
村
井
長
朝
の
巨
大
場
采
女
。
宗
見
前
一
オ
ホ
ヒ
カ
ン
ベ
エ
大
鍋
勘
兵
衛
陶
工
大
槌
氏

オ
ホ
ハ
シ
ナ
ホ
ナ
リ
大
橋
直
成
泊
都
民
共
術
o
-
.孫

。

一

回

利

常

に

仕

へ

て

四

百

石

を

領

し

、

大

小

勝

に

列

し

、

一

第

一

一

一

代

を

勘

兵

衛

と

い

ふ

。

前

問

霊

照

か

ら

治

倫

ま

鹿
安
元
年
父
市
右
衛
門
治
知
の
内
六
百
行
を
受
け
、
↑
オ
ホ
パ
タ
ケ
大
畠
河
北
郷
笠
野
郷
に
臨
す
る
一
大
銀
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
元
牒
三
年
十
二
周
大
一
で
の
聞
に
亙
り
、
字
和
二
年
三
周
什
六
日
夜
し
た
。

寛
文
六
年
大
小
終
よ
り
次
第
に
昇
准
し
、
従
永
一
点
年
一
都
務
。
一
銀
土
臓
が
賊
の
震
に
侵
さ
れ
た
の
で
、
宗
見
は
人
持
一
四
代
勘
兵
衛
は
、
天
明
五
年
七
用
金
谷
御
殿
に
於
い

二
一
白
石
を
加
へ
、
苧
保
四
年
一
止
対
十
九
日
七
十
三
畿
一
オ
ホ
バ
タ
ケ
大
畠
珠
洲
必
春
日
野
の
内
の
小
一
組
某
に
御
預
と
な
り
、
四
年
七
周
知
行
を
召
放
さ
れ
、
一
て
製
陶
の
技
を
前
同
治
怖
の
陣
地
に
供
し
、
文
政
六
年

を

以

て

残

し

た

。

一

字

。

一

親

類

へ

永

御

預

の

磁

分

に

附

せ

ら

れ

た

。

し

か

る

に

一

陶

製

獅

子

を

前

間

資

泰

に

上

り

、

剤

1
・
年
隠
僻
し
て
土

オ
ホ
ハ
シ
ナ
リ
ユ
キ
大
橋
成
之
沼
抑
制
作
之
進
。


